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１ 計画の概要 

 (1) 計画の位置づけ 

   「小平市第二次下水道プラン」は、小平市の下水道における基本方針や施策の方向性について示

すもので、今後、下水道事業を展開する上での基本となるものです。 

   国は、平成 26年（2014 年）7 月に策定した『新下水道ビジョン』の実現加速のため、平成 29

（2017）年 8月に『新下水道ビジョン加速戦略』を策定し、選択と集中により５年程度で実施す

べき８つの重点項目及び基本的な施策をとりまとめました。各施策の連携と「実践」「発信」を通じ、

産業の活性化、さらなる施策の拡大、国民生活の安定・向上につなげるため、施策のスパイラルア

ップを図るものとしています。 

   本計画では、これらの施策の方向性を踏まえつつ、『小平市第四次長期総合計画』のめざす将来像

“つながり、共に創るまち こだいら”を実現すべく、小平市の下水道が抱える課題やその他の各

種関連計画に基づき、下水道が目指すべき方向と取組方針等について示しています。 

 

 (2) 計画期間 

   令和 3（2021）年度から令和 12（2030）年度までの１０年間 

   ※そのうち、前半の 5 年間を前期、その後の 5 年間を後期として各期間で行う施策を示してい

ます。 

    また、施策の検討においては、長期的な視点も加味する必要があることから、計画期間以降の

施策の方向性についても併せて示します。 

 

 

 

２ 基本理念 

平成２２（2010）年度に策定した「小平市下水道プラン」では、『快適な生活環境を支える下水道』

を基本理念に掲げ、市民や事業者との連携のもと、安定した経営による持続可能な下水道を目指し、更

なる小平市の発展に寄与していくこととしています。 

小平市第二次下水道プランでは、これらの基本理念を継承しつつ、これまでの施策の取組状況や新た

に見えてきた課題等を踏まえた下水道事業を推進していくこととします。 

 

  
【基本理念】 

快適な生活環境を支える下水道 

市民が長く住みたいまちであり続けるために、質の高い下水道サービスを提供していきます。 

次世代が下水道を安心して使い続けられるよう、下水道を守り、育て、そして引き継いでいきます。 

下水道システムのもつポテンシャルを活かし、持続可能な循環型社会の実現に貢献していきます。  

市民や事業者と連携して、下水道が将来あるべき姿の実現を目指します。 
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３ 施策の体系 

 小平市第二次下水道プランでは、４つの基本方針に対し、１０の施策を定め、２１の取組みを実

施しています。 

  

注．図中の★については、全施策の中での重点施策、☆については、気候変動適応策に係る取組を示します。 
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4 各施策の進捗状況（令和３年度実績） 

  小平市下水道プランに基づく事業の令和３年度の実績数値等を以下に示します。 

  ※目標数値等に対する計画期間は、原則、前期期間（R3～R7）とします。 

   ただし、これによらない場合は、別途記載します。 

  ※令和３年度実績数値等の累計については、第二次下水道プラン初年度の令和３年度からの累計を示します。 

   ただし、これによらない場合は、別途記載します。 

   

 

 ※1 対象路線：1 小平 3・4・10 号線（小平 3・4・21 号線（富士見通り）～市道第 A-61 号線） 

２ 小平 3・4・19 号線（小平 3・4・14 号線（東京街道）～東久留米市境） 

3 小平 3・4・12 号線（小川駅～小川西町四丁目（駅前広場 約 3,700 ㎡）） 

4 小平 3・4・19 号線（小平駅～小平 3・4・14 号線（東京街道）（駅前広場 約 5,000 ㎡）） 

5 小平 3・3・3 号線（府中街道～山王通り） 

 ※2 目標数値等に対する計画期間は、前期・後期期間（R3～R12）とする。 

 ※3 水洗化率（%）＝下水道で汚水を処理している人口/処理区域内人口×100 

 ※4 令和 2 年度末における水洗化率＝99.9％ 

 ※1 合流式下水道：汚水及び雨水を同一の管きょで排除し、処理する方式。分流式に比べ管路施設の建設が容易（経済的・

効率的）である一方、雨天時に汚水の一部が公共用水域へ未処理で排出されるため、汚濁負荷量、病原

性微生物等による公衆衛生上の安全性、きょう雑物（下水に含まれる固形物で、管きょ内の堆積物の原

因となる物質）による景観に関する課題がある。 

＊昭和 45 年 12 月の下水道法改正以降に策定された下水道計画は、分流式下水道により整備が行わ

れている。 

 ※2 処理量（m3）＝浸透量（ｍ3/hr）＋貯留量（V）  （浸透量（ｍ3/hr）：1 時間あたりの地中に浸み込む水の量）  

施策Ⅰ－１ 汚水処理対策 (1)都市計画道路※1等の整備に併せた管きょ整備 

目 標 都市計画道路※1等の整備に併せた遅滞ない整備 

 目標数値等※2 整備路線：5 路線 

令和 3 年度実績数値等 

単年度・累計 
整備路線：0 路線 ・ 0 路線 

取組内容 
実績なし 
※今後も事業担当課や関係各課等と調整を進めながら、遅滞なく整備を実施 

施策Ⅰ－１ 汚水処理対策 (2)未接続家屋の解消（下水道への接続依頼） 

目 標 下水道への接続促進 

 目標数値等 水洗化率※3：100 ％ 

令和 3 年度実績数値等 

単年度・累計 
水洗化率：0 ％ ・ 99.9 ％※4 

取組内容 水洗化率の変更なし ※令和２年度末より、8 世帯が水洗化 

施策Ⅰ－2 合流式下水道※1改善対策 (1)雨水貯留・浸透施設の設置継続 

目 標 雨水貯留・浸透施設の設置 

 目標数値等 対策地区数：4 地区 

令和 3 年度実績数値等 

単年度・累計 

対策済地区数： 0 地区 ・ 0 地区 

〔処理量※2： 0 ｍ3 ・ 0 ｍ3 〕 

取組内容 工事の実績はなし 

対象予定地区 R3 R4 R5 R6 R7 

１ 学園西町 3 丁目・津田町 3 丁目（四小通り周辺地区） 設計実施     

２ 小川町 1 丁目（美大通り周辺地区） 設計実施     

３ 上水南町 3 丁目・4 丁目（つつじ公園周辺地区） 設計実施     

４ 栄町１丁目（ぐみ窪通り周辺地区） 設計実施     

取組状況  

基本方針Ⅰ 環境に配慮したまちづくり 
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 ※1 再生水：高度処理等によって、種々の再利用に適するようになった下水 

 ※2 下水汚泥：下水処理場等から下水を処理した際に発生する泥状物質 

 ※3 再生材使用率（％）＝使用した再生材延長/使用した鉄筋コンクリート延長×100 

 ※4 下水熱：再生可能エネルギーの一つで、ヒートポンプの原理で下水と大気の温度差を利用して空調や給湯等の熱源と

するもの 

 ※5 下水熱ポテンシャルマップ：下水熱を利用するための目安となる熱量を示したマップ 

 ※1 雨天時浸入水：降雨時に分流式下水道の汚水管きょへ浸入する雨水や地下水のこと  

施策Ⅰ－３ 資源・エネルギーの有効活用 (1)雨水貯留施設の設置促進 

目 標 関係各課等の連携による設置促進 

 目標数値等 新規に建設する公共施設への雨水貯留施設の設置 

令和 3 年度実績数値等 

単年度・累計 
雨水貯留施設設置数：0 箇所 ・ 0 箇所 

取組内容 工事の実績はなし 

施策Ⅰ－３ 資源・エネルギーの有効活用 (2)下水道資源(再生水※1、下水汚泥※2建設資材等)の 
利用促進 

目 標 

東京都との連携による再生水の利用継続 

（用水への送水、下水道施設の清掃や洗浄への利用促進） 

下水道工事への下水汚泥建設資材の利用継続 

 目標数値等 再生材使用率※3：100 % 

令和 3 年度実績数値等 

単年度・累計 
再生材使用率：100 % 

取組内容 
市施工工事において、使用した鉄筋コンクリート管φ700～900mm
（L=355.98m）の全延長で再生材を使用 

施策Ⅰ－３ 資源・エネルギーの有効活用 (3)事業者等との連携(下水熱※4導入検討に向けた取組) 

目 標 下水熱ポテンシャルマップ※５の提供を含む下水熱※4導入可能性検討 

取組内容 他自治体等の事例の調査、研究などを実施 

施策Ⅰ－４ 施設の適正管理 (1)下水道台帳の適正管理 

目 標 システムの継続的な活用 

 目標数値等 管路調査成果の取り込み実施 

令和 3 年度実績数値等 

単年度・累計 
令和 3 年度分の各情報の取込み：100％ 

取組内容 
維持管理情報（調査、修繕等）及び老朽化対策情報（調査、工事等）の取
り込みを実施 

施策Ⅰ－４ 施設の適正管理 (2)管きょのつまり、臭気対策の実施 

目 標 下水道への排出に対する PR 及び定期的な点検の実施 

 目標数値等 ＰＲ実施回数：3 回/年 

令和 3 年度実績数値等 

単年度・累計 
ＰＲ実施回数：3 回/年 

取組内容 

1 下水道への排出に対する PR ①市報 ②市ホームページ ③個別訪問 
2 定期的な点検 

油等の詰まりがあった店舗や、詰まりの可能性がある新規店舗につい
て、公共汚水ます、排水設備及び周辺のマンホールの点検を実施 

施策Ⅰ－４ 施設の適正管理 (3)汚水管の雨天時浸入水※1対策の実施 

目 標 発生区域等の把握及び調査・対策の実施 

取組内容 
令和４年度に予定している水位計を用いた絞込み調査に向け、他自治体等
の事例の調査、研究などを実施 
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 ※1 浸水シミュレーション：コンピューター上で対象区域の地形や施設等の現状を再現し、その中で様々な降雨条件や 

下水道の施設整備状況（現況、計画）を考慮した上で、浸水被害の状況（浸水エリア、浸水

深等）を予測するもの 

 ※2 雨水管きょ整備率（%） 

＝雨水管きょ整備済み区域面積／雨水管きょ整備対象区域面積（分流式下水道※3654.6ha）×100 

 ※3 分流式下水道：汚水と雨水を別々の管きょ系統で排水する方式 

  

施策Ⅱ－１ 浸水対策（重点施策） (1)未整備地区における雨水管きょ整備 

目 標 浸水シミュレーション※1により浸水リスクを有する地区への整備 

 目標数値等 
対策地区数：7 地区 

〔 雨水管きょ整備率※2：24.2 ％ 〕 

令和 3 年度実績数値等 

単年度・累計 

対策済地区数：1 地区 ・ 1 地区 

〔 雨水管きょ整備率：0.6 ％ ・ 22.4 ％〕 

取組内容 令和 3 年度は４地区において工事を実施（うち、1 地区は対策済み） 

取組状況 
 

対象予定地区 R3 R4 R5 R6 R7 

１ 大沼町 1 丁目（七小通り周辺地区） 工事実施     

２ 大沼町 4 丁目（大沼通り周辺地区） 工事実施     

３ 花小金井 4 丁目 
（新青梅街道花小金井四丁目交差点周辺地区） 

     

４ 花小金井 5 丁目（野中通り周辺地区） 工事実施     

５ 花小金井 5 丁目（小金井街道西側地区） 
工事実施 

【対策済み】 
    

６ 花小金井 6 丁目（東部公園周辺地区）      

７ 美園町 3 丁目（小平霊園周辺地区 
【小平都市計画道路３・４・１９号線整備関連】） 

     

各年度の整備率（％） 
（令和２年度末整備率 21.8 ％） 

22.4％     

 ※工事内容 

  １ 大沼町１丁目（七小通り周辺地区）   整備延長：φ300 ～ 700 mm、L= 239.1 ｍ 

  ２ 大沼町４丁目（大沼通り周辺地区）   整備延長：φ250 ～ 900 mm、L= 322.2 ｍ 

  ４ 花小金井５丁目（野中通り周辺地区）  整備延長：φ300 ～ 900 mm、L= 162.5 ｍ 

  ５ 花小金井５丁目（小金井街道西側地区） 整備延長：φ250 ～ 500 mm、L= 239.2 ｍ 

基本方針Ⅱ 安心して暮らせるまちづくり 
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 ※1 処理量（m3）＝浸透量（ｍ3/hr）＋貯留量（V）  （浸透量（ｍ3/hr）：1 時間あたりの地中に浸み込む水の量） 

 

 ※1 令和 2 年度末における耐震化率＝98.1％ 

重要な管きょの耐震化率（%）＝耐震化済み延長/耐震化対象路線延長（119km）×100 

（重要な管きょの耐震化率は、令和元年度末時点の対象延長 119km を基準に算定した場合） 

令和７年度末 117.3km/119km×100＝98.6％  

施策Ⅱ－１ 浸水対策（重点施策） (2)雨水貯留・浸透施設の設置促進 

目 標 浸水シミュレーションにより浸水リスクを有する地区への整備 

 目標数値等 対策地区数：3 地区 

令和 3 年度実績数値等 

単年度・累計 
対策済地区数：0 地区 ・ 0 地区 
〔処理量※1： 0 ｍ3 ・ 0 ｍ3 〕 

取組内容 工事の実績はなし 

取組状況 

対象予定地区 R3 R4 R5 R6 R7 

１ 花小金井 6 丁目 
（多摩湖自転車歩行者道周辺地区） 

設計実施     

２ 花小金井 7 丁目 
（天神通り周辺地区） 

設計実施     

３ 鈴木町１丁目 
（鈴木中通り周辺地区） 

設計実施     

 

施策Ⅱ－１ 浸水対策（重点施策） (3)市民等との連携（被害軽減に対する取組） 

目 標 
関係各課等の連携による浸水に対する情報提供や防災訓練等の 
継続的な実施 

 目標数値等 浸水に対する情報提供、防災訓練等の実施回数：３ 回/年 

令和 3 年度実績数値等 

単年度・累計 
浸水に対する情報提供、防災訓練等の実施回数：２ 回/年 

取組内容 

対象訓練 
・令和３年５月１５日 小平市総合水防演習 
・令和３年１１月８日 応急給水訓練 
※小平市総合防災訓練は衆議院選挙により中止 

施策Ⅱ－2 地震対策（重点施策） (1)重要な管きょの耐震化 

目 標 重要な管きょの耐震化 

 目標数値等 
中大口径管路の耐震化：0.6 km 
〔 重要な管きょの耐震化率※1：98.6 % 〕 

令和 3 年度実績数値等 
単年度・累計 

中大口径管路の耐震化：0.0 km ・ 0.0 km 
〔 重要な管きょの耐震化率： 98.1 ％※1 〕 

取組内容 令和３年度は耐震化工事の設計を実施 

施策Ⅱ－2 地震対策（重点施策） (2)下水道事業業務継続計画（下水道 BCP）の管理運営等 

目 標 下水道 BCP の見直し及び実地訓練の実施等 

取組内容 

1 人事異動等に伴う下水道 BCP の見直し 
2 実地訓練の実施 
 ①下水道課全職員（嘱託職員を除く）を対象とした庁内研修 
 ②下水道 BCP に基づいた実施訓練（ロールプレイング形式） 
 ③下水道 BCP に基づいた情報連絡訓練 
  ※東京都流域下水道本部、多摩地域市町村、協定先民間企業と連携し、

「多摩地域の下水道事業における災害時支援に関するルール（多摩 
ルール）」及び「災害時支援協定」に基づく情報連絡訓練及び協定先
民間企業への支援を想定したシミュレーション訓練 
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※1 点検・調査達成率（%）＝点検・調査済み延長／点検・調査対象延長（533km※3）×100 

令和 2 年度末：135.2km／533km×100＝25.4 ％ → 令和 7 年度末：217.1km／533km×100＝40.7 % 

※2 令和 3 年度末：(135.2km＋17.4km)／533km×100＝28.6 ％ 

 ※3 令和元年度末時点の点検・調査対象延長 

 ※1 改築・修繕達成率（％） 
＝改築・修繕工事実施済み路線（スパン※2）/対策区域における改築・修繕工事選定路線（スパン（20,139.8ｍ※3））×100 

 ※2 スパン：マンホール間を１スパンとする。 
※3 調査・点検の結果による、第１期区域内の改築・修繕工事が必要な延長 

＜参考：改築・修繕事業スケジュール＞ 

 

施策Ⅱ－3 施設の老朽化対策（重点施策） (1)計画的な点検・調査の実施 

目 標 第 2・3 期区域内の点検・調査の実施 

 目標数値等 
点検・調査延長：81.9 kｍ 
〔 点検・調査達成率※1：40.7 ％ 〕 

令和 3 年度実績数値等 
単年度・累計 

点検・調査延長：17.4 km ・ 17.4 km 
〔 点検・調査達成率：3.2 ％ ・ 28.6 ％※2 〕 

取組内容・状況 

 令和３年度の点検・調査箇所：仲町処理分区 

 ※令和元年度末に策定した「小平市下水道ストックマネジメント実施方針」に基づき、第 2 期区域
内において、点検・調査を実施 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

施策Ⅱ－3 施設の老朽化対策（重点施策） (2)計画的な改築・修繕の実施 

目 標 第１期区域内の改築・修繕工事の実施 

 目標数値等 改築・修繕達成率※1：80 ％ 

令和 3 年度実績数値等 
単年度・累計 

改築・修繕達成率：5.0 ％ ・ 5.0 ％ 
対策延長：1,010.5 m ・ 1,010.5 m（内訳）改築スパン延長：1,010.5m ・ 1,010.5m 

修繕スパン延長：   0.0m ・   0.0m 

取組状況 

 令和３年度の改築工事箇所：学園処理分区 

 ※令和元年度末に策定した「小平市下水道 
  ストックマネジメント実施方針」に基づき、 
  第１期区域内において、改築・修繕工事を 
  実施 
  

 

 R 元 R２ R３ R４ R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 以降 

ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
実施方針策定            

① 点検・調査 
 

          

② 改築・修繕 
計画策定            

③ 設計            

④ 改築・修繕 
工事            

注．事業工程：実施方針で設定した点検・調査から改築・修繕工事までを、優先順位の高い区域から 
①→②→③→④により実施 

注．優先順位：    第１期の区域「学園処理分区、喜平処理分区、学園幹線、仲町幹線、喜平幹線、 
天神幹線、たかの台幹線、小川４号幹線、小川幹線」 

           第 2 期の区域「上水南処理分区、仲町処理分区、天神東処理分区」 
           第 3 期の区域「上水東処理分区、小平第一処理分区(花小金井西、花小金井北、美園)」 

17.4

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

R3 R4 R5 R6 R7

点
検
・
年
間
調
査
延
長

( 
km

/
年

)

実績

17.4

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

R3 R4 R5 R6 R7
点
検
・
累
計
調
査
延
長
（k

m
 )

実績

前期目標 81.9 ｋｍ 
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施策Ⅲ－１ 環境学習の充実・普及啓発 (1)下水道や水環境に対する情報発信 

目 標 下水道事業の取組についての PR 促進、水環境に対する情報発信 

 目標数値等 ふれあい下水道館ホームページの定期的な更新：36 回/年 

令和 3 年度実績数値等 
単年度・累計 

ふれあい下水道館ホームページの更新：42 回/年 

取組内容 

学習講座のお知らせ：13 回 
 ※5 月の学習講座は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 
イベント・展示会のお知らせ：10 回 
その他施策等に関するお知らせ：19 回 

施策Ⅲ－１ 環境学習の充実・普及啓発 (2)下水道施設等を活用した環境学習・普及啓発 

目 標 イベントの開催や展示の実施 

 目標数値等 イベントの開催回数：24 回/年 

令和 3 年度実績数値等 
単年度・累計 

イベントの開催回数：29 回/年  

取組内容 

イベント・展示等：15 回 
環境学習講座：14 回 
 

 

＜参考＞ ふれあい下水道館の来館者数のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※令和 2 年 2 月以降、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、触れ合い下水道

館を一時臨時休館としたほか、団体見学や学習講座、イベント等の中止を含む制限

を図った。 

基本方針Ⅲ 環境意識が高いまちづくり 
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 ※1 経営戦略：各公営企業が、将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的な経営の基本計画 

 

 

（１）経営目標①（経営の効率化）～適正な下水道使用料水準か？～    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（２）経営目標②（財政の健全化）～支払能力は十分か？～ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策Ⅳ－１ 経営の効率化・財政の健全化 (1)経営戦略※1の進捗管理及び見直し 

目 標 投資・財源試算に基づく経営戦略の進捗管理及び見直し 

取組内容 「経営目標」進捗管理表、令和３年度の概要（総括）参照 

（参考）

R2決算
R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

実績値 187.9% 253.3%

推計値 154.0% 139.0% 120.2% 110.4% 106.7% 110.6% 112.1% 111.1% 106.2% 101.2%

50%

100%

150%

200%

250%

実績値

推計値

経営目標

1００％以上
最低ライン

１００％以上

【望ましい方向性】

高い方が望ましい
流動比率

（参考）

R2決算
R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

実績値 126.6% 129.9%

推計値 125.1% 119.9% 118.3% 117.7% 116.2% 115.8% 114.2% 113.5% 112.6% 111.2%

80%

85%

90%

95%

100%

105%

110%

115%

120%

125%

130%

実績値

推計値

経営目標

１１０％以上

最低ライン

１００％以上

【望ましい方向性】

高い方が望ましい
経費回収率

基本方針Ⅳ 効率的で健全な下水道経営の推進 

【令和３年度の分析】 
流動比率について、令和３年度は２５３．３％となり、令和２年度の１８７．９％と比較し、６５．４ポイント
の増となった。増となった理由としては、流動負債のうち未払金が減、流動資産のうち現金預金が大幅に増と
なったため、流動比率が増となった。現状では、経営目標である１００％を大きく上回っていることから、   
短期的な債務に対する支払能力が高い状況であり、おおむね良好な経営状況といえる。  

【令和３年度の分析】 

経費回収率について、令和３年度は１２９．９％となり、令和２年度の１２６．６％と比較し、３．３ポイント

の増となった。増となった理由としては、下水道使用料が僅かに減少したものの、汚水処理費が大幅に減と  

なったため、経費回収率が増となった。現状では、経費回収率が１００％を超えており、下水道使用料で負担す

べき汚水処理費を十分賄えており、繰入金による赤字補填もなく、下水道使用料の水準は適正であるといえる。 

「経営目標」進捗管理表（令和 3 年度） 

【指標の意味】下水道使用料で回収すべき経費をどの程度下水道使用料で賄えているかを示す指標 

＜算定式＞ 下水道使用料／汚水処理費（一般会計負担分を除く）×１００ 

【指標の意味】短期的な債務に対する支払能力を表す指標 

＜算定式＞ 流動資産（現金・未収金等）／流動負債（翌年度償還予定企業債元金・未払金等）×１００ 
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（３）経営目標③（財政の健全化）～収入に見合う企業債残高か？～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）参考 ～経営に必要な資金は確保できているか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

（参考）

R2決算
R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

実績値 5.4 5.6

推計値 6.8 7.9 8.3 8.6 9.1 9.4 9.8 10.0 10.2 10.7

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

実績値

推計値経営目標

13年以下

最低ライン

15年以下

【望ましい方向性】

低い方が望ましい

債務償還年数
年

(年)

（参考）

R2決算
R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

実績値 11.8 16.9

推計値 16.0 14.5 12.5 11.5 11.2 11.7 11.9 11.9 11.3 10.8

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

実績値

推計値

経営目標

１０億円以上

最低ライン

１０億円以上

【望ましい方向性】

高い方が望ましい留保資金残高億円

【指標の意味】余裕資金を全て償還金に充当した場合に、企業債残高を何年で返済できるかを表す指標 
＜算定式＞ 企業債残高／業務活動によるキャッシュ・フロー※ 

※通常の業務活動により発生した余裕資金 

【令和３年度の分析】 
債務償還年数について、令和３年度は５．６年となり、令和２年度の５．４年と比較し、０．2 ポイントの    
増となった。増となった理由としては、企業債残高は減少したものの、業務活動によるキャッシュ・フローの
減の影響がより大きかったことから、債務償還年数が増となった。令和２年度と比べ、令和３年度は悪化した
が、現状では、経営目標である１３年以下を維持できていること、企業債の借入期間が３０～４０年である  
こと、下水道管渠の標準耐用年数が５０年であることにより、企業債残高は過大ではないといえる。 

【令和３年度の分析】 
留保資金残高について、令和３年度は１６．９億円となり、令和２年度の１１．８億円と比較し、５．１億円
の増となった。増となった理由としては、利益剰余金が増となったため、留保資金残高が増となった。更新   
投資や企業債発行抑制のための補てん財源、災害発生時の緊急対応、想定外の状況時に一定期間安定した事業
運営などのための資金を確保するためには留保資金残高１０億円が必要となるが、現状では、目標値を超えて
いるため、問題ないといえる。 

(億円) 

【指標の意味】「将来の更新投資の財源」や「緊急時の運転資金」等として、企業の内部に貯めておく現金・預金 

＜算定式＞ 貸借対照表の現金・預金 
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令和３年度は、３つの経営指標（経費回収率、流動比率、債務償還年数）と留保資金残高の目標を   

すべて達成していることや、小平市第二次下水道プラン策定時に行ったシミュレーションによる将来 

推計値よりもすべて望ましい状況となっていることから、良好な経営状況にあります。 

令和３年度の当年度純利益（税抜）は、４．８億円となり、令和２年度の４．５億円と比較し、      

０．３億円の増となりました。これは、下水道使用料や長期前受金戻入などの収入が減となったものの、

減価償却費や老朽化対策修繕などの費用が大幅に減となったことから、当年度純利益が増となったもの

です。 

今後は、人口減少による下水道使用料の減や、施設の老朽化による更新投資の増により、指標が悪化

していくことが見込まれます。そのため、３つの経営指標と留保資金残高を主な判断材料とし、下水道

使用料の改定や企業債発行の抑制、基金の活用方法を検討していく必要があります。 

 

 

 ※1 公営企業会計：独立した企業として経営を成り立たせていく会計制度。これにより財政の適正化、下水道使用料の最適  

化等へ結びつき下水道基盤強化に直接繋がる効果が期待される。 

 ※2 経営比較分析表：経営指標の経年比較や他の公営企業との比較などを行い、現状や課題等を的確に把握するとともに、

わかりやすく説明するため、総務省の様式に基づき、毎年度策定し公表するもの。 

 

 

 

 

４ 進捗状況報告のまとめ 

 令和３年度は、４つの基本方針に基づく各施策に対する取組みついて、順調に実績値等が示されま

した。 

 重点施策では、浸水対策である『未整備地区における雨水管きょ整備』について、1 地区が対策済み

となり、地震対策や老朽化対策についても、調査・設計や工事など目標を達成するための取組みを実施

しました。 

 今後の下水道事業は、限られた財源で最大限に事業効果を発揮できるよう取り組んでいく必要があ

り、着実かつ効率的に施策の各取組みを実施し、下水道事業を推進していきます。 

 

施策Ⅳ－１ 経営の効率化・財政の健全化 (2)広域化・共同化の研究 

目 標 広域化・共同化の研究及び基本計画に基づく取組の検討 

取組内容 
東京都及び 30 市町村等による「下水道事業の「広域化・共同化検討会」」に 
参加 

施策Ⅳ－2 公営企業会計の運用 (1)公営企業会計※1 に基づく財政運営の見える化 

目 標 経営比較分析表※2の公表 

取組内容 

令和４年度中に、東京都のホームページで公表したのち、市のホームページで 
公表予定 
※令和２年度については、令和 4 年 2 月に公表済み 

令和３年度の概要（総括） 


